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野村日本小型株セレクト 
（野村SMA・EW向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第６期（決算日2023年12月６日） 
 

作成対象期間（2022年12月７日～2023年12月６日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2019年２月18日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
わが国の株式を主たる投資対象とする、別に定める親投資信託証券を主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行な
うことを基本とします。投資を行なう親投資信託証券は、原則として小型株を中心としたわが国の株式を主要投資対象とするものもし
くはこれに類するものとします。 

主な投資対象 
わが国の株式を主たる投資対象とする、別に定める親投資信託証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があり
ます。 

主な投資制限 株式への実質投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

２期(2019年12月６日) 10,793 5 11.9 96.0 － 752 

３期(2020年12月７日) 11,970 5 11.0 95.5 － 3,734 

４期(2021年12月６日) 12,426 5 3.9 95.9 － 2,267 

５期(2022年12月６日) 11,626 5 △ 6.4 95.5 － 2,146 

６期(2023年12月６日) 12,845 5 10.5 96.7 － 2,179 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年12月６日 11,626 － 95.5 － 

12月末 11,541 △ 0.7 95.8 － 

2023年１月末 11,923 2.6 95.9 － 

２月末 11,985 3.1 96.6 － 

３月末 12,123 4.3 96.0 － 

４月末 12,179 4.8 95.9 － 

５月末 12,015 3.3 95.9 － 

６月末 12,686 9.1 96.5 － 

７月末 12,914 11.1 96.7 － 

８月末 12,985 11.7 96.4 － 

９月末 12,713 9.3 96.1 － 

10月末 12,108 4.1 96.5 － 

11月末 12,872 10.7 96.5 － 

(期  末)     

2023年12月６日 12,850 10.5 96.7 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

  



品 名：90001_140751_006_02_野村日本小型株セレクト（野村 SMA・EW 向け）_994113.docx 

日 時：2024/1/5 18:14:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年12月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は10.5％の上昇 

基準価額は、期首11,626円から期末12,850円（分配金込み）に1,224円の値上がりとなりました。 

 

①局面（期首～2023年９月上旬） 

（上昇） 中国において新型コロナウイルスを封じ込める「ゼロコロナ政策」の適用緩和が発表

されたことが好感されたこと。 

（下落） 日銀の金融政策決定会合において10年国債利回りの許容変動幅拡大など金融緩和政策

の一部修正が決定されたこと。 

（上昇） 米国においてインフレ率上昇が鈍化し長期金利が下落したこと、日銀が現行の金融緩

和政策を維持したこと。 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

（下落） １月の米雇用統計が市場予想を大幅に上回りFRB（米連邦準備制度理事会）の早期利

上げ停止への期待が後退したこと、１月の米CPI（消費者物価指数）の市場予想を上回

る伸びを受けて米長期金利が高止まりしたこと。 

（上昇） 全人代（全国人民代表大会）を控えて中国の景気刺激策への期待が高まったこと、東

証（東京証券取引所）による低PBR（株価純資産倍率）企業への改善策開示などを求

める方針を受けて日本企業の資本効率の底上げへの期待が高まったこと。 

（上昇） 小売企業の好決算や米著名投資家の日本株への追加投資検討の報道などが好感された

こと。 

（上昇） 政府による新型コロナウイルスの感染症法上の分類見直しを受けて国内経済の回復期

待が高まったこと、景気後退懸念が台頭している米国などに比べ相対的に良好な経済

見通しである日本株への外国人投資家からの資金流入が続いたこと。 

（上昇） 米連邦政府の債務上限引き上げ法案が成立したことなどが好感されたこと、賃金の伸

び率やインフレ率の鈍化などを受け、米利上げ休止の観測が広がったこと。 

（下落） 日銀が金融政策決定会合で金融緩和政策の運用柔軟化を決定したことにより、金利上

昇懸念から相対的に大型割安株が選好され、小型成長株が調整したこと。 

（上昇） 円安・米ドル高が進み企業業績への期待感が高まったことやパウエルFRB議長の講演

や軟調な米国の経済指標を受けて米国の追加利上げ観測が後退したこと。 

 

②局面（2023年９月上旬～期末） 

（下落） FOMC（米連邦公開市場委員会）後のパウエルFRB議長の会見などを受けて、米金融引

き締めの長期化への懸念が高まったこと、小型成長株を中心とした機関投資家のリバ

ランス（資産の再配分）による株式売却などの需給悪化や、予算不足による米政府機

関閉鎖への懸念が高まったこと。 

（下落） 中東情勢の緊迫化を受けたリスク回避の動きや原油価格の上昇による強いインフレ圧

力が継続することへの懸念が高まったこと。 

（上昇） 11月のFOMCで利上げが見送られたことや10月の米雇用統計が市場予想より弱かった

ことから、追加利上げの可能性が大きく後退したこと。 

 

○投資環境 

期首は日銀の金融政策決定会合において10年国債利回りの許容変動幅拡大など金融緩和政

策の一部修正が決定されたことなどから株式市場は下落しました。 

2023年に入り、全人代を控えて中国の景気刺激策への期待が高まったことや東証による低

PBR企業への改善策開示などを求める方針を受けて日本企業の資本効率の底上げへの期待が

高まったこと、政府による新型コロナウイルスの感染症法上の分類見直しを受けて国内経済の

回復期待が高まったこと、米連邦政府の債務上限引き上げ法案が成立したことや賃金の伸び率

やインフレ率の鈍化などを受け、米利上げ休止の観測が広がったことも追い風となり、株式市

場は上昇しました。 
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その後は、日銀が金融政策決定会合で金融緩和政策の運用柔軟化を決定したことや、大手格

付け機関による米国債の格下げなどにより投資家のリスク回避姿勢が強まったこと、FRBの追

加利上げ観測が強まり、日米の長期金利が上昇したこと、大手不動産会社の経営不安などを受

けた中国経済への懸念が高まったことなどにより株式市場は下落しました。 

期末にかけては、11月のFOMCで利上げが見送られたことや市場予想より弱い10月の米雇用

統計を受けて追加利上げの可能性が大きく後退したことなどにより、株式市場は上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

・親投資信託証券組入比率 

投資方針に基づいて、期を通じて高位の組入れを維持しました。 

 

・投資対象とする親投資信託証券（マザーファンド）の見直し 

当期間におけるマザーファンドの見直しは行ないませんでした。 

 

・投資対象マザーファンドへの投資の状況 

投資方針に基づいて、投資対象とするマザーファンドを、特定の運用スタイル等に偏らない

戦略によって収益の獲得を目指すファンド（コア戦略ファンド）およびバリュー、グロースな

ど特定の運用スタイル等を意識した戦略によって収益の獲得を目指すファンド（サテライト戦

略ファンド）に分類して、各々合計50％程度投資しました。コア戦略ファンド、サテライト戦

略ファンド内でのマザーファンドの投資配分比率は、それぞれ概ね等配分としました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた

運用を行なっていないため、ベンチマーク等は

ありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 
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◎分配金 

（１）今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり５円とさせていただきました。 

（２） 留保益については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第６期 

2022年12月７日～ 
2023年12月６日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.039％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,845   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

引き続き、投資対象とするマザーファンドを、コア戦略ファンドおよびサテライト戦略ファ

ンドに分類して、各々合計50％程度投資することを基本とします。コア戦略ファンド、サテラ

イト戦略ファンド内でのマザーファンドの投資配分比率は、それぞれ原則として概ね等配分と

します。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 111  0.902  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (103)  (0.836)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (  4)  (0.033)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 10   0.082   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 10)  (0.082)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 121   0.987    

期中の平均基準価額は、12,337円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.90％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村日本小型株ファンド マザーファンド 42,633 206,700 71,102 338,300 

野村ジャパンドリーム マザーファンド 123,122 309,600 113,593 286,700 
日本小型株アクティブマザーファンド 129,287 183,900 194,792 273,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

 

項 目 
当 期 

野村日本小型株ファンド 
マザーファンド 

野村ジャパンドリーム 
マザーファンド 

日本小型株アクティブ 
マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 5,847,751千円 9,124,148千円 4,357,126千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,505,317千円 7,408,456千円 3,474,499千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.66   1.23   1.25   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

 

＜野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村日本小型株ファンド マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,703 606 22.4 3,144 562 17.9 

平均保有割合 14.4%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

＜野村ジャパンドリーム マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,704 635 17.1 5,420 574 10.6 

平均保有割合 6.9%       
 
 
 

＜日本小型株アクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,889 310 16.4 2,467 232 9.4 

平均保有割合 30.1%       
 
 
 

 

＜野村ジャパンドリーム マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 155 

 
 
 

＜日本小型株アクティブマザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 10 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,748千円 
うち利害関係人への支払額（B） 273千円 

（B）／（A） 15.7％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 
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○組入資産の明細 (2023年12月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村日本小型株ファンド マザーファンド 128,959 100,490 541,132 

野村ジャパンドリーム マザーファンド 209,140 218,669 539,721 

日本小型株アクティブマザーファンド 795,464 729,959 1,079,245 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村日本小型株ファンド マザーファンド 541,132 24.7 

野村ジャパンドリーム マザーファンド 539,721 24.6 

日本小型株アクティブマザーファンド 1,079,245 49.2 

コール・ローン等、その他 32,288 1.5 

投資信託財産総額 2,192,386 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,192,386,764   

 コール・ローン等 26,788,531   

 野村日本小型株ファンド マザーファンド(評価額) 541,132,187   

 野村ジャパンドリーム マザーファンド(評価額) 539,721,020   

 日本小型株アクティブマザーファンド(評価額) 1,079,245,026   

 未収入金 5,500,000   

(B) 負債 12,417,927   

 未払収益分配金 848,537   

 未払解約金 1,853,241   

 未払信託報酬 9,680,779   

 未払利息 13   

 その他未払費用 35,357   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,179,968,837   

 元本 1,697,074,411   

 次期繰越損益金 482,894,426   

(D) 受益権総口数 1,697,074,411口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,845円 
 

（注）期首元本額は 1,846,333,973 円、期中追加設定元本額は

181,394,750円、期中一部解約元本額は330,654,312円、１口当た

り純資産額は1.2845円です。 

○損益の状況 (2022年12月７日～2023年12月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      6,819   

 受取利息 2   

 支払利息 △      6,821   

(B) 有価証券売買損益 209,549,864   

 売買益 247,529,171   

 売買損 △ 37,979,307   

(C) 信託報酬等 △ 19,221,344   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 190,321,701   

(E) 前期繰越損益金 7,634,096   

(F) 追加信託差損益金 285,787,166   

 (配当等相当額) (  166,049,279)  

 (売買損益相当額) (  119,737,887)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 483,742,963   

(H) 収益分配金 △    848,537   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 482,894,426   

 追加信託差損益金 285,787,166   

 (配当等相当額) (  166,248,411)  

 (売買損益相当額) (  119,538,755)  

 分配準備積立金 197,107,260   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年12月７日～2023年12月６日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年12月７日～ 
2023年12月６日 

a. 配当等収益(経費控除後) 36,126,735円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 29,525,982円 

c. 信託約款に定める収益調整金 285,787,166円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 132,303,080円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 483,742,963円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,850円 

g. 分配金 848,537円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 

 

  



品 名：90001_140751_006_02_野村日本小型株セレクト（野村 SMA・EW 向け）_994113.docx 

日 時：2024/1/5 18:14:00 

ページ：12 

 

－ 12 － 

野村日本小型株セレクト（野村SMA・EW向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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